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【里山類縁 1 神社】 
 先ほど田村さんが熊野について細かくおっしゃってくださいましたが、神社は統廃合したくなるほ
どたくさんあるわけです。神社と名前のつくものが日本には 7 万ぐらいあるけれど、これが何のため





























































































































































































































































 ここは本当に極めつけです。里山というのは例外中の例外で、この中に 2 時間いるとちょっと危な











































のはみんなが 1 カ月に 1 回ぐらい集まってみたいところになるはずです。それによってリセットされ
る場所なはずです。 
 里山大学、里海、里空、里島、里女、里男、里学科、里プロジェクトのように人工的に言語を並べ
てみる。これは事柄に対してのイメージの拡張の試みであり、そのことによって何かがみえてくれば、
時として展開可能性がある場合もある。 
 こういう言葉を作りながら、言葉を作ってみて、そこでどれだけイメージが喚起できるか。これは
イメージを拡張していくためのかなり重要な発見的方法の一つです。このようなやり方を使いながら
大地の思想を自然性ということの延長上に考えていき、かつ、そこからどれほど豊かなものが出てく
るか。そういう可能性として設定しておきたいと思います。これが里山ということの設定として今日
お話ししたかったことです。 
